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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

横浜市教育データサイエンス・ラボの始動！
－GIGA端末・26万人の児童生徒データから新しい価値の創出を目指して－



横浜教育データサイエンス・ラボの始動

・GIGA端末 26万人の児童生徒、2万人の教職
員のデータを活用して、新しい価値を創出

・Study Navi

CBT-IRT型学力・学習状況調査
デジタル学習ドリル
授業アンケート
健康観察（こころのチェック、介入支援プログ
ラム with横浜市立大学医学部）

・企業、大学（有識者）との連携

内田洋行、コニカミノルタ、NTT東日本など
横浜国立大学、名古屋大学、慶應義塾大学など

『日経BP』2024年9月26日

＜2024年9月20日に第1回イベント＞
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メタバース空間で発展する生成AI
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体験量の増加
・ふだん行けないところへ
バーチャル空間で体験

・高度情報化社会の中で情報処理もままならない中で、さらに体験量という情報量が
加わり、人びとはこれからどのように認知を情報処理していくのか？



バーチャルでに参加にとどまらず、そこでの人同士の交流を通して
バーチャル空間上での新たな資質・能力が問われてくる？ 10



東京都立大、英会話メタバース「fondi」を用いた実証実験を開始（2024年5月7日）
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教育的に問われること
・体験量の増加

・他地域・異文化・バーチャ
ル空間での新たな関係性の増
加
→「話す」「聞く」「人間関
係」等の資質・能力

・将来的には表情やジェス
チャーなどの相互性の質も加
わってくるか？



今後に向けて
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・データによる可視化が教育実践の新しい価値を創造するよ
うに

・大量の可視化・分析されたデータを現場が使いこなせるよ
うに

この課題を乗り越えて、教育DXがこれからの
教育を発展させていくことを期待しています！




